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１．調査票（小学生・中学生） 

（１）紙アンケート 
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２．調査票（高校生） 

（１）紙アンケート 
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（２）WEBアンケート 
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３．調査票（小学生・中学生・高校生保護者） 

（１）紙アンケート 
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（２）WEBアンケート 
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４．調査票（関係機関） 

（１）紙アンケート 
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（２）メールアンケート 

 
  

令和６年６月

　子ども・子育て家庭の支援機関の皆様へ

　日ごろ本市の児童福祉行政にご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。

　さて、本市では、子どもの貧困対策の推進に向け、本市の子どもの生活状況を調査し、現状の

把握と分析や、取り組むべき課題の整理を行うため、関係機関を対象にヒアリング調査を実施す

ることとしました。

　この調査では、市内の小学５年生・中学２年生・高校２年生年代及びその保護者を対象として

いますが、もうひとつの柱として、日常的に子どもやそのご家庭を支えていただいている、支援

機関（学校・保育・福祉・行政等機関・団体）の皆様から、子どもの様子やご家庭の実情、支援

の方向性や関係機関との連携などの状況をお聞かせいただくため、「関係機関ヒアリング調査」

を実施いたします。

　調査方法につきましては、事前にアンケートのご提出をお願いした上で、必要に応じて調査員

が貴機関を訪問してお話しをお伺いさせていただくものとなります。

　調査結果につきましては、個別の団体（個人）名ごとに公表することは一切なく、今後の子育

て支援施策の充実に向けた基礎資料として活用させていただきますので、支援機関の関係者の皆

様におかれましては、ご多忙のところ大変恐縮ではございますが、本調査にご協力いただきます

ようお願い申し上げます。

　ご不明な点などがございましたら、お手数ですが調査実施機関までお問い合わせください。

１　関係機関ヒアリング調査の流れ

（１）事前アンケート

　　この依頼文を含めた帳票が事前アンケートとなります。支援機関の概要や各設問等にお答え

　　をご記入いただき、令和６年６月２１日(金)までに調査実施機関メールアドレス宛てにご提

　　出ください。

（２）実地ヒアリング

　　事前アンケートの回答内容を踏まえ、必要に応じて、実地ヒアリングを行わせていただきた

　　いと存じます。詳細な日時等につきましては、別途調整させていただきます。

調査実施機関・お問い合わせ先

伊勢原市役所子ども部子育て支援課

〒259-1188 伊勢原市田中３４８番地

電 話 ０４６３－９４－４６３３（直通：午前8時30分～午後５時）

メール kosodate@isehara-city.jp

伊勢原市子どもの生活状況調査

関係機関ヒアリング調査へのご協力のお願い

電子(アンケート)
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回答欄です。

貴団体・機関の名称等を入力してください。

②事業（業務）概要

問１.貧困状況にある子どもの家庭に多くある困難な状況は何だと思いますか。

（１～10については、あてはまるものすべてに○）

リストから○を選択

１.家族が子どもに虐待をしている（ネグレクトを含む）

２.家族がＤＶを受けた経験がある

３.保護者が子どもに必要以上に干渉している

４.保護者が子どもに過度の期待をかけている

５.保護者が子どもへの関心が薄い

６.子どもが食事を十分にとれていない

７.子どもが身体の成長や季節に応じた服装をしていない 10.その他（具体的に）

８.住環境が劣悪である

９.子どもが病院にかかるのを控えている

10.その他

11.わからない

問２.貧困状況にある子どもの家庭に多くある困難な状況の要因や背景は何だと思いますか。

（１～10については、あてはまるものすべてに○）

リストから○を選択

１.家庭が社会から孤立している

２.両親が離婚（再婚）している

３.保護者自身の生活能力が低い

４.保護者に障がいや疾病がある

５.親が若年出産をしている

６.外国人世帯である

７.多子世帯である 10.その他（具体的に）

８.保護者が不安定な就労状態にある

９.保護者がアルコールやギャンブル等に依存している

10.その他

11.わからない

伊勢原市子どもの生活状況調査　関係機関ヒアリング調査　事前アンケート

①名称
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問３.貧困状況にある子どもが多く陥る困難な状況として、考えられるものは何ですか。

　（１～９については、あてはまるものすべてに○）

リストから○を選択

１.学校の授業が理解できていない

２.進学を断念している

３.非行や非行につながる問題行動がある

４.不登校を経験している

５.学校や職場に友人がいない

６.学校や職場でいじめを受けている ９.その他（具体的に）

７.自傷行為をしたことがある

８.学校を中退している

９.その他

10.わからない

問４. 貧困状況にある子どもはどのような項目において問題を抱えていることが多いと思いますか。

（１～12については、あてはまるものすべてに○）

リストから○を選択

１.読み書き・計算等の基礎的な学力

２.心の状態の安定性

３.身体の健康

４.健全な生活習慣

５.健康的な食習慣

６.コミュニケーション能力

７.他者への共感性・他者への信頼感

８.自己表現力

９.自己肯定感 12.その他（具体的に）

10.生活自立能力

11.意欲・チャレンジ精神

12.その他

13.特に問題は見られない

14.わからない

「２.特に支援は行って

いない」を選んだ方

は、問６へ進んでくだ

さい。

問５.あなた、又はあなたの所属する団体や機関では、貧困状況にある子どもや家庭に対し、支援を行って

いますか。（あてはまるもの１つをリストから選択）
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問５－１から問５－７は、問５で「１.支援を行っている」を選んだ方にお聞きします。

問５－１.貧困状況にある子どもや家庭に対し、どのくらいの頻度でどのような支援を行っていますか。

　（(a)～(n)のそれぞれについて、あてはまるもの１つをリストから選択）

リストから１つ選択

(a)家庭訪問

(b)保育サービスの提供（病児保育、送迎支援等も含む）

(c)子どもの居場所（遊びや読書等の場）の提供

(d)子どもへの食事の提供

(e)子ども自身からの相談への対応

(f)保護者からの相談への対応（育児、発達、教育、生活相

談など）

(g)子どもの健康への支援（健診・予防接種などに関する情

報提供などを含む）

(h)保護者の健康への支援

(i)経済的な支援（支援制度に関する情報提供などを含む）

(j)子どもの学習支援 (n)その他（具体的に）

(k)子どもの進学指導・支援

(l)子どもの文化的活動の機会の提供（体験学習やスポー

ツ・文化・芸術活動など）

(m)保護者への就労支援

(n)その他
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リストから○を選択

１.保護者との接触、信頼関係づくりが難しい

２.子どもとの信頼関係づくりが難しい

３.支援に用いることができる制度（資源）が少ない

４.支援者側の人手が不足しているため、支援ができない

５.支援者間での連携が難しい

６.保護者が支援制度を知らない（知ろうとしない）ため、

支援が行き届かない
９.その他（具体的に）

７.支援が必要であるのに、その家庭からの訴えがないため

支援に入れない

８.支援が必要であるのに、支援を拒まれる

９.その他

10.わからない

11.特にない

リストから○を選択

１.実態把握（対象家庭の把握や潜在的なニーズの把握）に

努める

２.問題の解決策を子どもや家庭と一緒に考える

３.信頼関係を築く、関係が切れないようにする

４.子どもの気持ちを大切にする

５.保護者の気持ちを大切にする ９.その他（具体的に）

６.相談者が望まない支援は避ける（自己決定を尊重する）

７.様々な資源（公的な制度、民間による支援など）を活用

して支援する

８.関係団体や機関と積極的に情報共有する

９.その他

問５－３.貧困状況にある子どもや家庭を支援する際に、あなた、又はあなたの所属する団体や機関で工夫

されていることや心がけていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○）

問５－２.貧困状況にある子どもや家庭への支援にあたって、どのような点が困難だと感じていますか。

（１～９については、あてはまるものすべてに○）
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リストから１つ選択

(a)小学校・中学校・高等学校

(b)市役所（教育センター、教育指導課、子ども家庭相談

課、障がい福祉課など）

(c)保育所・幼稚園・認定こども園

(d)児童コミュニティクラブ

(e)社会福祉協議会

(f)民生委員・児童委員

(g)障害児相談支援事業所

(h)ハローワーク

(i)児童相談所

(j)保健所 (n)その他（具体的に）

(k)医療機関

(l)民間企業

(m)子ども関連のＮＰＯ

(n)その他

(o)ありません　→　問５－７へ進んでください

問５－６.他の部署・団体・機関と連携する上で、課題となることは何ですか。

（あてはまるものすべてに○）

リストから○を選択

１.支援に対する考え方の違いがある ４.その他（具体的に）

２.各機関で情報を共有する必要があるが、個人情報保護の

点で難しい

３.連携をとるのに時間がかかってしまう

４.その他

問５－５.あなた、又はあなたの所属する団体や機関では、普段、貧困状況にある子どもの支援をする際

に、他の部署・団体・機関とどのくらい連携することがありますか。

（(a)～(n)のそれぞれについて、あてはまるもの１つ選択(「(o)ありません」の場合は１つ)）

問５－４.あなた、又はあなたの所属する団体や機関では、普段、貧困状況にある子どもの支援をする際

に、他の部署・団体・機関と連携することがありますか。（あてはまるもの１つをリストから選択）

「２.ない」を選んだ方

は、問６へ進んでくだ

さい。
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問５－７.今後連携を強化する必要のある部署・団体・機関はどちらですか。

（１～14については、あてはまるものすべてに○）

リストから○を選択

１.小学校・中学校・高等学校

２.市役所（教育センター、教育指導課、子ども家庭相談

課、障がい福祉課など）

３.保育所・幼稚園・認定こども園

４.児童コミュニティクラブ

５.社会福祉協議会

６.民生委員・児童委員

７.障害児相談支援事業所

８.ハローワーク

９.児童相談所

10.保健所 14.その他（具体的に）

11.医療機関

12.民間企業

13.子ども関連のＮＰＯ

14.その他

15.わからない

16.特にない
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以降は、すべての方にお聞きします。

リストから○を選択

１.家庭訪問

２.保育サービスの提供（病児保育、送迎支援なども含む）

３.子どもの居場所（遊び・読書などの場）の提供

４.親子の交流の場の提供

５.子どもへの食事の提供

６.子ども自身からの相談への対応

７.保護者からの相談（育児、発達、教育、生活相談など）

への対応

８.複合的な問題・課題に対応する総合相談窓口の設置

９.子どもの健康への支援（健診・予防接種などに関する情

報提供などを含む）

10.保護者の健康への支援

11.経済的な支援（支援制度に関する情報提供などを含む）

12.子どもの学習支援 16.その他（具体的に）

13.子どもの進学指導・支援

14.子どもの文化的活動（体験学習やスポーツ・文化・芸術

活動など）の機会の提供

15.保護者の就労支援

16.その他

17.わからない

18.特にない

質問は以上です。ご協力ありがとうございました。

問６.貧困状況にある子どもや家庭に対し、伊勢原市において今後特に必要な支援は何だと思いますか。

（１～16については、あてはまるものすべてに○）

問７.そのほか、貧困状況にある子どもや家庭の現状や問題、必要な支援などについてご意見・ご提案など

がありましたら、お聞かせください。
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